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１．はじめに 

（1）研究背景と目的 

 近年，コンピューター技術の向上により CG や VR

技術を用いた３D 都市モデルを合意形成の場で活用

する例が増加している．３D 都市モデルは平面図よ

り視覚的にイメージしやすいことなどが利点である．

しかし CG や VR 技術を用いた３D 都市モデルは生

成するのに時間がかかることや高コストになること

から建築分野に比べて範囲の広い都市計画分野では

充分に活用されていない．沈 ¹ ⁾らの研究で

は,SketchUp と３DVIA サイトを用いて地域住民が

イメージを共有するためのシステムを構築し,アンケ

ート調査により効果を分析した．その結果,イメージ

の共有に関しては効果があることが分かった．しか

し３DVIA は操作しにくいという意見があった．そ

こで本研究では，比較的低コストで簡便な CG ソフ

トである SketchUp を用いて３D 都市モデルを生成

し,アンケート調査を行うことで３D都市モデルが団

地の再生計画の検討に及ぼす効果を明らかにする． 

 

２．３D都市モデルの生成方法 

（1）対象地区データ 

 本研究では愛知県瀬戸市の菱野団地を対象にする．

SketchUp 上で Digitalglobe 社 OpenstreeetMap より

菱野団地の Map データを取得する． 

（2）現状に関する３D都市モデルの構築 

 Map データ上に,図-1 から図-2 のように現地調査

で得た写真や Google ストリートビューを参考にし

た現状の菱野団地中心エリアを SketchUp 上に再現

する. 現状に関する３D 都市モデルを図-3 に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

（3）計画案に関する３D都市モデル 

 Map データ上に菱野団地再生計画に関する内容を

含めた３D 都市モデルを現状の３D 都市モデルを参

考に SketchUp 上に再現する．再生計画に関する３D

都市モデル全体像を図-4に示す． 

 作成した図-3,図-4 の３D 都市モデルは 2018 年 9

月 25 日の瀬戸市菱野団地検討委員会でのプレゼン 

テーションで発表した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．アンケート調査概要 

 2018 年 11 月 4 日に行われた瀬戸市菱野団地での

イベントにおいて３D 都市モデル使用者を対象にア

ンケート調査を行った．アンケート調査の模様を図-

5 に示す．アンケート調査に関しては森²⁾らが LRT

導入に関する市民 PR を行った際の研究を参考にし

た．調査概要を表-１に示す． 

初めに現状の３D 都市モデルを様々な縮尺・角度

で鑑賞してもらった．次に再生計画案に関する３D

都市モデル内の様々な箇所を鑑賞してもらい,最後に

図-１ 菱野団地中心エ

リアの現地写真 

図-2 SketchUp で再現し

た現状の 3D 都市モデル 

図-3 現状に関する３D 都市モデル全体像 

図-4 再生計画に関する３D 都市モデル全体像 
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実際に SketchUp を操作してもらった．その後,アン

ケートに記入してもらった．イベントの特徴として

菱野団地居住者の参加数が多いため,年齢層が高めと

なり,全サンプル（４５）に占める 60 代の割合が 54％

となった。居住地についても団地内の割合が 74％と

当初の狙い通り住民に対するアンケートを行えたと

言える．男女比は 49％が男性となった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．３D都市モデルアンケート調査結果 

（１）まちづくりに関する興味の向上度 

 アンケート調査の結果,「現在のセンターエリアを

よく表現できていた」という項目では,“そう思う”,

“ややそう思う”と回答した人は全体の 97%であった．

また,「団地のまちづくりに対する興味がわいた」と

いう項目では,“そう思う”,“ややそう思う”と回答し

た人は全体の 91％であった．このことから３D 都市

モデルは住民のまちづくりに関する興味を向上する

のに効果があると考えられる．「平面図より計画案の

イメージがしやすい」という項目では“そう思う”と

回答した人は全体の 82％となり３D都市モデルに関

しての他の 6 項目に比べて“そう思う”と回答した人

の割合が最も多いという結果となった．このことか

ら３D 都市モデルは平面図に比べてまちづくりの計

画に有効であると考えられる．アンケートの集計結

果を図-6,図-7に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．おわりに 

 本研究では,団地再生計画においての３D都市モデ

ルが及ぼす効果について分析した．本研究では 1 つ

の３D 都市モデルを作成するのに 70 時間ほどかか

った．慣れてくればこれより短時間で作成すること

も可能であると考えられる．得られた知見としては,

３D都市モデルは,団地の再生計画に関する課題理解,

興味の向上に効果があることが分かった． 

 本研究の課題としては,人口減少が進む団地内での

イベントであったため充分なサンプル数を得られな

かったことや,高齢の参加者のなかには SketchUp を

操作することが難しかったことなどがあげられる． 
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質問内容 

1）個人属性 
2）菱野団地再生計画案について 
3）３D 都市モデルについて 
4）自由記述欄 

表-1  3D 都市モデルに関するアンケートの概要 

図-5 イベントの模様 

図-6  計画案に関する項目の集計結果 

図-7 3D 都市モデルに関する項目の集計結果 
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